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平
成
二
十
一
年
三
月
か
ら
五

年
間
、
小
須
戸
交
番
に
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
三
月
に

定
年
退
職
と
な
り
ま
し
た
が
、

楽
し
か
っ
た
こ
と
・
苦
し
か
っ

た
こ
と
が
次
々
と
走
馬
灯
の
よ

う
に
脳
裏
を
駆
け
巡
っ
て
い
ま

す
。
中
で
も
四
年
前
の
「
小
須

戸
大
規
模
火
災
」
は
今
で
も
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
に
く
っ
き
り

と
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
夕
方
、

消
火
活
動
で
疲
れ
果
て
声
も
出

な
い
状
態
で
路
上
に
項
垂
れ
る

消
防
団
の
皆
さ
ん
と
目
が
あ
っ
た

と
き
、ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
「
ご

苦
労
さ
ん
で
し
た
！
」と
言
い
合
っ

た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま

す
。

　

楽
し
い
思
い
出
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
地
域
の
方
々
と
酌
み
交

わ
し
た
酒
の
味
は
最
高
で
し
た
。

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
や
高
齢
者
の
集
ま

り
に
も
呼
ん
で
も
ら
い
、
下
手
な

話
を
嫌
が
ら
ず
に
聞
い
て
い
た
だ

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
喧
嘩
灯

籠
祭
り
、
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
、

商
工
祭
と
地
域
色
の
濃
い
す
ば

ら
し
い
数
々
の
祭
に
も
携
わ
ら

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
た
く
さ
ん
の
思
い
出

は
生
涯
私
の
財
産
と
し
て
い
つ

ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。

　

事
件
や
事
故
の
な
い
平
穏
な

地
域
で
あ
る
こ
と
と
、
皆
様
方

の
ご
多
幸
を
願
っ
て
い
ま
す
。

本 田   泰 さん

小須戸交番前所長

現
公
民
館
最
後
の
年―

―

新
規
や
恒
例
事
業
を
実
施

小
須
戸
は
最
高
で
し
た
！
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ボ
ケ
１
ス
リ
ッ
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卓
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大
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ボ
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リ
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ボ
ケ
１
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リ
ッ
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卓
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結
果
結
果
結
果
結
果
結
果

ワ
ン
ワ
ン
ワ
ン
ワ
ン
ワ
ン

　

三
月
九
日
（
日
）
、
第
五
回
ボ
ケ

１
ス
リ
ッ
パ
卓
球
大
会
が
、
小
須

戸
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
外
も
含
め
て
百
二

十
七
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
和

気
あ
い
あ
い
の
中
に
も
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
い
ろ
い
ろ
な
年

代
が
参
加
で
き
楽
し
め
ま
し
た
」

「
遊
び
半
分
で
参
加
し
た
が
、
皆

さ
ん
本
気
で
や
っ
た
の
で
私
も
燃

え
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

〈
個
人
Ａ
〉

一
位　

伊
庭　

一
義
（
金
沢
町
）

二
位　

松
郷　

大
樹
（
み
そ
ら
野)

三
位　

平
田　
　

薫
（
阿
賀
野
市)

三
位　

中
村　

絵
美
（
中
村
）

〈
個
人
Ｂ
男
子
〉

一
位　

桑
原　
　

卓
（
東
区
）

二
位　

仲
川　

征
夫
（
東
区)

三
位　

藤
井　

四
一
（
西
区)

三
位　

星
野　

一
也
（
横
川
浜
）

〈
個
人
Ｂ
女
子
〉

一
位　

木
原　

静
代
（
西
区
）

二
位　

佐
藤　

秋
子
（
東
区)

三
位　

川
村　

京
子
（
西
区)

三
位　

山
田　

敬
子
（
中
新
田
）

　

平
成
二
十
六
年
度
の
公
民
館
事
業
の
基
本
方
針
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

基
本
方
針
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
に
行
っ
た
「
公
民
館
改
革
宣
言
」
に
基
づ
い
て
、
地
域

活
動
の
活
性
化
を
支
援
す
る
た
め
策
定
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
基
本
方
針
実
現
に
向
け
た
重
点

事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
資
す
る
事
業

■
家
庭
教
育
に
資
す
る
事
業

■
青
少
年
の
健
全
育
成
に
資
す
る
事
業

■
学
・
社
・
民
の
融
合
に
よ
る
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
事
業

■
現
代
的
課
題
を
探
り
、
解
決
に
資
す
る
事
業

〈
個
人
Ｃ
〉

一
位　

松
井　

一
紗
（
矢
代
田
）

二
位　

杉
林　

泰
地
（
金
沢
町)

三
位　

松
井　

千
佳
（
矢
代
田)

三
位　

高
野　

徹
裕
（
横
川
浜
）

〈
混
合
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
〉

一
位　

伊
庭　

一
義
（
金
沢
町
）

　
　
　

中
村　

絵
美
（
中
村
）

二
位　

佐
久
間
達
也
（
南
区
）

　
　
　

笹
川　

直
子
（
南
区
）

三
位　

吉
田　

芳
夫
（
新
保)

　
　
　

高
橋　

正
子
（
南
区
）

三
位　

大
滝　

英
夫
（
松
ヶ
丘
）

　
　
　

阿
達　
　

博
（
松
ヶ
丘
）

〈
混
合
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
〉

一
位　

桑
原　
　

卓
（
東
区
）

　
　
　

井
勝
智
絵
美
（
東
区
）

二
位　

今
泉　
　

弥
（
長
岡
市
）

　
　
　

樋
口　

勝
長
（
長
岡
市
）

三
位　

佐
藤　

秋
子
（
江
南
区)

　
　
　

島
田
富
士
子
（
横
川
浜
）

三
位　

佐
藤　

利
典
（
西
島
）

　
　
　

佐
藤　

育
子
（
西
島
）

〈
愛
好
者
ク
ラ
ス
〉

一
位　

山
倉　
　

勁
（
三
条
市
）

二
位　

高
橋　

和
敏
（
加
茂
市
）

三
位　

伊
藤
キ
ン
子
（
東
島)

三
位　

船
久
保
敏
男
（
三
条
市
）

こども 「創造塾」 （区づくり事業）

ありがとう公民館

おとなのやりなおし英語

コミュニティコーディネーター育成講座

にいがたボケ 1 スリッパ卓球大会

ふれあいキャンドルナイトｉｎこすど

冬でも花いっぱい運動

茶の間の茶の間

ひまわりママクラブ

夏休み勉強部屋オアシス

新津南高校開放講座

あと 5歳若く見られるための習慣術

高齢者生きがい講座

おはなしのせかいへ

小須戸歴史さんぽ　Ｐａｒｔ2

プチ書道教室　Ｐａｒｔ2

体験！ニュースポーツ入門

小須戸地区市民展（ありがとう公民館）

小須戸地区芸能祭（ありがとう公民館）

小須戸地区囲碁・将棋大会（ありがとう公民館）

こすど地区公民館報の発行

集団活動や体験教室により子どもたちが自ら考え創造する力を育む

現公民館からまちづくりセンターへ移ることが決定したため 「ありがとう・さようなら」記念イベントを行う

日常使う英会話の基本を楽しく学ぶ

地域課題に取り組む人材や団体、 及び住民同士のつなぎ役となるコミュニティコーディネーターの育成を図る

スポーツで県内の参加者と親睦を図る

環境問題をみんなで考えるきっかけづくり

花の植栽作業による地域団体の連携強化

地域の茶の間スタッフの交流の場

未就園児を持つ母を対象の家庭教育

小中高校生対象の夏休み期間中の勉強部屋

現役の高校教師から学ぶ一般教養講座や実践指導講座　公民館出前スクール

様々な視点から自分自身を見つめ、 これからの生活をさらに有意義なものとする

日々の生活に潤いと楽しみが得られるような行事を行う

ボランティアによる絵本の読み聞かせとお話

「小須戸町史」 「小須戸風土記」等を基に自分たちの住んでいる地域の歴史を学ぶ

祝儀袋、 香典袋の書き方からワンランクアップ。 年賀状などを筆字で書くことに挑戦

年齢を問わず、 世代を越えて楽しみながら様々なニュースポーツに親しむ

地域住民による作品展示

地域住民による芸能発表会

市民参加による囲碁将棋大会

公民館や地域の明るい話題 ・情報を紹介

ワ
ン

こども 「創造塾」 など
　小須戸地区公民館の26年度事業の主なものは、表のとおりですが、

詳細は随時お知らせします。

　今年度も多くの皆さんの参加をお待ちしています。
《
新
規
事
業
》

《
継
続
事
業
》

現
役
の
教
諭
が
講
義
を
行
な
う

新
津
南
高
校 

学
校
開
放
講
座

　
　
　
　
　

(

25
年
度
事
業)

▼

▲
調
理
実
習
で
、
み
ん
な
で

　

仲
間
づ
く
り　

ひ
ま
わ
り

　

マ
マ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

（
25
年
度
事
業
）

ゆかた姿で決勝戦

とっぴーときらりんが応援



　
　
　
　
　
　
　

公
民
館
職
員　

渡
辺　

昌
子

　

月
潟
地
区
公
民
館
か
ら
異
動
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
不
慣
れ
で
至
ら
な
い
点
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
精
一
杯
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

公
民
館
臨
時
職
員　

北
橋　

佳
苗

　

臨
時
職
員
と
し
て
、
働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
地
域

の
皆
さ
ま
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
に
、

頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

前
公
民
館
職
員　

藤
田　

尚
義

　

最
後
の
二
年
間
、
小
須
戸
地
区
公
民
館
に
勤

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公
民
館
利
用
団

体
の
方
々
並
び
に
体
育
施
設
関
係
利
用
団
体
の

方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
色
々
な
面
で
ご
指
導
・
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

前
公
民
館
嘱
託
職
員　

八
木　

千
枝

　

利
用
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
小
須
戸
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
須
戸
が
大
好
き
で
す
。
素
敵
な
出
会
い
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
日
々
は
宝

物
で
す
。
新
津
地
区
公
民
館
勤
務
と
な
り
ま
し

た
が
、
同
じ
秋
葉
区
な
の
で
ま
た
皆
さ
ん
と
お

会
い
で
き
る
機
会
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

時
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

前
公
民
館
臨
時
職
員　

島
田
富
士
子

　

大
正
琴
や
ギ
タ
ー
の
音
色
、
ダ
ン
ス
の
Ｂ
Ｇ

Ｍ
、
コ
ー
ラ
ス
の
歌
声
そ
し
て
元
気
な
笑
い
声

を
聞
き
な
が
ら
楽
し
く
仕
事
が
出
来
ま
し
た
。

三
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

前
公
民
館
臨
時
職
員　

須
藤　

玲
子

　

短
い
間
で
し
た
が
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
活
き
活
き
と
し
た

姿
、
明
る
い
笑
い
声
に
支
え
ら
れ
て
仕
事
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　
　
　

前
体
育
施
設
補
助
係　

桑
山
恵
美
子

　

利
用
者
と
職
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
に
愛

さ
れ
る
公
民
館
で
あ
っ
て
く
だ
さ
い
。
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文　

芸　

欄

早
春
賦
胸
に
聞
こ
ゆ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ      

中

野

太

浪

マ
フ
ラ
ー
の
中
に
青
春
女
学
生　

        

栞　

た

く

庭
先
に
親
指
ほ
ど
の
蕗
の
薹　
　
　
　

    

井
本
マ
ツ
子

見
つ
け
れ
ば
す
ぐ
に
手
が
出
る
蕗
の
薹    

丸

山

紀

子

蕗
の
薹
ほ
ほ
け
移
ろ
ひ
迅
き
か
な　
　
　
　

佐
久
間
久
子

赤
白
黄
接
骨
院
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　
　
　
　

馬

場　

子

虎
造
の
唸
り
一
節
柚
子
の
宿　
　
　
　
　
　

笠

原

工

嗣

往
年
の
町
屋
の
土
間
や
余
寒
な
ほ　
　
　
　

間

野

え

り

悠
々
と
阿
賀
の
流
れ
や
春
の
雪　
　
　
　
　

吉

澤

文

子

　
　
　
　立

春
が
思
わ
せ
ぶ
り
の
も
ど
り
寒　

      

増

井

都

留

春
風
に
乗
っ
て
気
ま
ま
な
独
り
旅        

会

田　

修

春
風
に
跳
ね
る
背
中
の
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　

保

科

志

枝

子
の
顔
を
忘
れ
た
母
に
春
う
ら
ら　
　
　
　

能
登
と
し
お

　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
漬
湯
呑
み
の
中
で
花
ひ
ら
く

　
　
　
　
　

小
さ
き
児
ら
の
門
出
を
祝
う　

玲　
　
　

泉

〈春〉
川  柳

〈公募〉
短　歌 俳　　　　　句

そ
う
し
ゅ
ん 

ふ

ふ
き

と
う

ふ
き

と
う

ふ
き

と
う

は
や

と
ら
ぞ
う

う
な

ゆ　

ず

よ 

か
ん

ゆ
う
ゆ
う

こ
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俳句・川柳・短歌募集俳句・川柳・短歌募集

どなたでも投稿できます。題材は自由です（お一人一句または一首）

俳句、川柳、短歌の作品の区別、住所、氏名（ペンネーム可）

電話番号を明記し４月20日（日）までに小須戸地区公民館へ。
俳句・川柳・短歌募集

　レンゲツツジの咲く群馬県の鍋割山

（1332Ｍ）へ登りに行きませんか。

日　　時：６月８日（日）

　　　　　午前５時　マイクロバス出発

集合場所：小須戸地区公民館

持 ち 物：昼食、飲物、敷物

雨天の場合、６月15日（日）に延期

15日も雨天の場合は22日(日)に

延期

申込み・問合わせ：

  里山登山の会 高山(☎３８－４６８１)

※定員になり次第締め切ります。

　４月の予定　

　  ４月19日（土）

　５月の予定　　

    ５月17日（土）

おはなし 「瓜こひめこ」

え ほ ん 「いたずらこねこ」
　　　　 「くまとりすのおやつ」

毎月第３土曜日
午前10時30分から開催
会場：小須戸地区公民館会議室

【読み手語り手】
    おはなしぽけっと

　小須戸地区の住民サークル

「小須戸写真クラブ」の作品

展が開催されています。

  この機会に地域の方々の作

品をぜひご覧ください。

日時　５月６日までの

      土，日，祝日

　    午前10時～午後６時

会場　町屋ギャラリー薩摩屋

主催　小須戸写真クラブ

後援　小須戸小学校区

      コミュニティ協議会

●春山登山のお誘い●小須戸写真クラブ作品展

体
験
！
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
入
門

参加者参加者
大歓迎!
大歓迎!

参加者
大歓迎!

　

年
齢
を
問
わ
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
た
め
に
開
く
教
室
で
す
。

　

ま
た
様
々
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
次
の
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

①
健
康
増
進　

②
仲
間
づ
く
り

③
脳
の
活
性
化　

④
笑
い

⑤
ス
ト
レ
ス
解
消
等

日　

時　

四
月
二
十
二
日

（火）
か
ら

　
　
　
　

翌
年
三
月
末
ま
で
の
毎

　
　
　
　

月
第
二
、
第
四
火
曜
日

　
　
　
　

午
後
七
時
半
～
九
時

　
　
　
　

（
開
館
午
後
七
時
～
）

会　

場　

小
須
戸
体
育
館

　
　

 

　

（
秋
葉
区
横
川
浜)

対　

象　

小
学
生
以
上
の
方
な
ら

　
　
　
　

ど
な
た
で
も
（
た
だ
し
、

　
　
　
　

小
学
生
は
保
護
者
同
伴)

会　

費　

一
、
〇
〇
〇
円
（
年
会
費)

申
込
み　

直
接
会
場
へ
ご
参
集
く

　
　
　
　

だ
さ
い
。

　

秋
葉
区
社
会
福
祉
協
議
会

「
ふ
れ
あ
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」を

ご
存
知
で
す
か
？

自
分
ら
し
く
心
豊
か
に
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
、
住
民
が
共
に

手
を
取
り
合
い
、
家
事
援
助
や

話
し
相
手
な
ど
を
通
し
て
、
お

互
い
の
生
活
を
支
援
、
支
え
合

う
た
め
の
住
民
参
加
型
の
有
償

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

で
き
る
と
き
に

で
き
る
こ
と
を

で
き
る
だ
け
の
活
動
で
す
。


対
象
者

秋
葉
区
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
会
員
登
録
で
き
ま
す
。

 


開
催
日
及
び
会
場

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
一
日
(水)

午
前
十
時
～
十
二
時

小
須
戸
地
区
公
民
館

午
後
一
時
半
～
三
時
半

小
須
戸
地
区
ふ
れ
あ
い
会
館


研
修
内
容

 

・
ふ
れ
あ
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

　

は
？

 

・
協
力
会
員
の
心
が
ま
え
、
登

　

録
の
方
法
な
ど

※

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

当
日
都
合
の
よ
い
、
会
場
に

　

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。


問
い
合
わ
せ

秋
葉
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
担
当　

細
川　

辻
川
）

☎
〇
二
五
〇（
二
四)

八
三
七
六

共　

催　

小
須
戸
地
区
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　

振
興
会

持
ち
物　

水
筒
、タ
オ
ル
、
上
ば
き

※

な
お
、
こ
の
教
室
は
、
い
つ
で

　

も
入
会
や
見
学
を
歓
迎
し
ま
す
。

おはなしのせかいへ
小
須
戸
地
区
公
民
館
●
小
須
戸
地
区
ふ
れ
あ
い
会
館

【
一
般
書
】

・
ジ
ョ
ン
・
マ
ン　

青
雲
編
（
山
本
一
力
）

・
日
本
橋
本
石
町
や
さ
ぐ
れ
長
屋
（
宇
江
佐
真
理
）

【
児
童
書
】

・
岳
ち
ゃ
ん
は
ロ
ボ
ッ
ト
じ
ゃ
な
い
（
三
輪
裕
子
）

・
ち
っ
ち
ゃ
な
ミ
ッ
ケ
！
１
・
２
・
３
と
あ
そ
ぼ
う

　

（
ジ
ー
ン　

マ
ル
ゾ
ー
ロ
）　

他
多
数

●
夜
間
図
書
（
午
後
七
時
～
九
時
ま
で
）
毎
週
金
曜
日

●
休　

館　

日

　

小
須
戸
地
区
公
民
館…
毎
月
第
四
木
曜
日

　

ふ
れ
あ
い
会
館…

毎
週
月
曜
日
・
祝
日

新
刊
図
書

夜
間
図
書
・
休
館
日


協
力
会
員
登
録

　
　

研
修
会
の
ご
案
内


ふれあい福祉サービス協力会員大募集！







 公民館の職員が交代しまし公民館の職員が交代しまし た公民館の職員が交代しました

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　今年度も小須戸地区公民館１階ロビーで

「ロビー展」を開催します。

毎月、月替わりで各種団体から作品を発表

する場として利用いただいています。

お近くにお越しの際はぜひご覧ください。

ちぎり絵展
（しゅんこう和紙ちぎり絵）

絵手紙展（絵画を楽しむ会）

写真展（小須戸写真クラブ）

折紙展（折紙サークル）

書道展（創風会）

川柳展（川柳会）

切り絵展（花と緑と切り絵）

俳句・川柳展
（俳句同好会・川柳会）

陶芸展（押味会）

パソコンアート展
（活き生きパソコン）

ワークセンターほほえみ展
（ワークセンターほほえみ）

水墨画展（墨川会）４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

平成26年度ロビー展年間展示スケジュール

ロビー展のお知らせロビー展のお知らせロビー展のお知らせロビー展のお知らせロビー展のお知らせ

渡辺(左）北橋(右)

ゲームをする度、笑い起こるスリッパ卓球

なべわりやま


